
アグリボこよみ
― 作物別使用方法 ― やまのいも

ポイントは、「吸収根の発育」
初期の吸収根をしっかりと作ってあげることが重要です。
肥大期に備えて、初期からしっかりと根を張らせてください。

栽 培 暦 アグリボEX ワ ン ポ イ ント

4月中旬 種いも植付け

5月中旬 発根開始

6月中旬 萌芽揃い・吸収根伸長

7月中旬 1,000倍 葉面散布 吸収根の発育促進に、
10日おきに2回連続散布。

7月下旬 いも肥大開始

8月上旬 茎葉伸長最盛期 1,000倍 葉面散布 茎葉伸長最盛期に、
10日おきに2回連続散布。

8月下旬 いも肥大盛期 1,000倍 葉面散布 芋の肥大期に、
10日おきに2回連続散布。

9月下旬～
10月上旬

いも充実期

高濃度散布は危険 
「アグリボEX」の ( 極端な )高濃度
散布は、作物が枯れてしまったり、
萎れてしまったりすることがあり
ますので、くれぐれも希釈倍率には
気を付けてください。

基本的な散布液量
反当り約100～150ℓです。

ヤワラの加用
「アグリボEX」を散布する際に、
展着促進材入りカルシウム剤の
「ヤワラ」を加用すると効果的です。

天候不順が予想される場合、「アグリボEX」の代わりに
“光触媒 ”入り「アグリボ3」の3,000倍希釈液の散布
が有効です。
「アグリボEX」や「アグリボ3」を葉面散布する際、
“展着促進材” (界面活性剤・トレハロース)入り「ヤワラ」を
1,000倍希釈相当で加用すると、散布液の展着性向上に
効果的です。
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